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生活衛生同業組合

　

ご
来
賓
の
皆
様
、
商
社
の
皆

様
、
会
員
の
皆
々
様
、
こ
の
度

は
第
67
回
全
国
す
し
連
岩
手
大

会
に
ご
参
加
を
賜
り
、
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
数
年
前
か
ら
大
幅
な

円
安
が
続
き
、
こ
れ
に
連
動
し

て
全
体
的
な
物
価
上
昇
と
な
る

中
、
日
経
平
均
株
価
は
上
昇
を

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

飲
食
店
に
限
ら
ず
現
場
で
の
仕

事
を
す
る
方
が
減
り
、
週
休
２

日
の
飲
食
店
も
珍
し
く
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
公
共
的
な
施
設
で

も
利
用
者
の
事
を
全
く
考
え
ず

一
方
的
に
合
理
化
を
進
め
、
そ

の
一
例
と
し
て
、
銀
行
は
支
店

の
統
合
を
進
め
、
Ｊ
Ｒ
は
み
ど

り
の
窓
口
を
大
幅
に
削
減
す
る

な
ど
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り

ま
す
。

　

我
が
国
は
平
成
に
入
り
30
年

間
経
済
成
長
が
停
滞
し
た
こ
と

で
、
小
規
模
の
業
務
用
食
品
店

で
あ
っ
て
も
国
内
販
売
が
頭
打

ち
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
販
路
を

海
外
に
広
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

我
々
が
販
売
す
る
商
品
は
、

輸
出
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能

で
す
か
ら
、
海
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
来
店
を
い
た
だ
き
、
売

上
を
上
昇
に
繋
げ
る
事
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
組
合
員
の
方
か
ら
、

外
国
人
向
け
に
有
料
で
す
し
教

室
を
開
催
し
て
い
る
店
舗
が
あ

り
、
大
盛
況
で
あ
る
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

お
客
様
が
夜
の
遅
い
時
間
ま
で

お
店
に
滞
在
し
な
く
な
っ
た
事

続
け
、
４
万
円
を
超
え
る
こ
と

が
普
通
に
な
り
ま
し
た
が
、
バ

ブ
ル
期
の
株
価
上
昇
と
は
違
い
、

全
体
的
な
景
気
上
昇
が
全
く
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
、
値
上
げ

の
報
道
が
増
え
、
円
安
の
影
響

か
ら
「
値
上
げ
は
仕
方
な
い
」

と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

か
ら
、
14
時
か
ら
17
時
の
休
憩

時
間
を
無
く
し
て
通
し
で
営
業

し
、
以
前
よ
り
早
い
時
間
で
の

閉
店
に
変
え
て
も
、
14
時
か
ら

17
時
の
時
間
に
お
酒
を
含
め
た

飲
食
を
す
る
方
が
多
く
、
売
上

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
お
話

も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
若
者
は
現
金
を
持
ち

歩
か
な
く
な
っ
た
為
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
店

舗
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
、
時
代
に
合
っ

た
新
た
な
取
り
組
み
を
行
い
、

皆
様
が
ご
商
売
を
繁
盛
さ
せ
て

頂
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続

き
ま
す
が
、
今
大
会
を
契
機
に

今
ま
で
の
反
省
点
を
振
り
返
り
、

前
向
き
な
姿
勢
で
こ
の
難
関
を

突
破
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

全
国
大
会
は
、
年
１
回
各
県

持
ち
回
り
で
開
催
し
、
参
加
さ

れ
る
事
に
よ
り
、
見
聞
を
広
め
、

遠
く
離
れ
た
同
業
者
の
方
々
と

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
や

情
報
交
換
を
行
い
、
懇
親
を
深

め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
ご
参

会
の
皆
様
、
全
国
の
組
合
員
の

方
々
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
、
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
し

て
歓
迎
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

■開催日時／令和６年10月23日（水）
　　　　　　午後１時 30 分より
■式典会場／盛岡グランドホテル
■テ ー マ／心・技を継ぐ

全
国
す
し
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

会
　
長

浅  

野  

哲  

哉

　
全
国
す
し
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
浅
野
哲
哉
会
長
）
主
催
、
岩

手
県
す
し
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
吉
津
賢
次
郎
理
事
長
）
に
よ
る
第
67
回

全
国
す
し
連
岩
手
大
会
が
、
10
月
23
日（
水
）、「
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
陸
沖
地
震
・
津
波
か
ら
10

年
目
の
節
目
の
２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）
10
月
に
岩
手
で

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
中
止

と
な
り
、
岩
手
大
会
と
し
て

は
、
昭
和
57
年
に
第
25
回
全
国

大
会
を
開
催
以
来
42
年
ぶ
り
２

回
目
の
開
催
。
大
会
テ
ー
マ
は

「
心
・
技
を
継
ぐ
」
。

　

「
伝
統
あ
る
我
々
す
し
業
に

あ
っ
て
大
切
な
こ
と
は
何
か
を

掘
り
下
げ
た
ら
こ
こ
に
行
き
つ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
合
わ
せ
技
こ
そ
が
我
々

の
目
指
す
お
客
様
の
喜
び
創
り

で
あ
り
、
ま
た
我
々
調
理
人
が

調
理
を
通
し
て
の
自
分
探
し
、

自
分
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
と

こ
ろ
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が

今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

全
国
か
ら 

お
よ
そ
４
０
０

名
の
組
合
員
、
ご
来
賓
が
参
加

し
、
北
海
道
か
ら
は
今
井
理
事

長
を
は
じ
め
22
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
岩
手
県
盛
岡

大
会
式
典

基
調
講
演

　

基
調
講
演
は
、
15
時
30
分
か

ら
16
時
15
分
ま
で
「
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
と
コ
ロ
ナ
復

興

～

60
万
食
の
弁
当
支
援
と

生
衛
業
の
可
能
性
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
公
益
財
団
法
人
岩

手
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー
元
専
務
理
事 

尾
形
盛

幸
先
生
に
よ
る
講
演
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

第67回 全国すし連

岩手大会、終了

市
在
住
の
書
道
家 

沢
村
澄
子

氏
に
よ
る
、
約
25
㎡
の
大
き
さ

の
「
心
」
と
い
う
文
字
の
豪
快

な
揮
毫
が
披
露
さ
れ
、
表
彰

状
・
感
謝
状
授
与
の
後
、
来
賓

祝
辞
に
引
き
続
き
参
加
各
県
の

紹
介
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大

会
宣
言
の
提
案
・
承
認
の
後
、

次
期
第
68
回
大
会
開
催
地
は
福

井
県
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
井
県 

松
谷
亨
理
事
長
を

は
じ
め
福
井
県
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
壇
上
に
て
来
年
の
再
開

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

と
　
き
／
２
０
２
５
年
10
月
21
日（
火
）

と
こ
ろ
／
福
井
市
に
ぎ
わ
い
交
流
施
設
ハ
ピ
テ
ラ
ス

テ
ー
マ
／
美
味
い
寿
司
に
は
『
福
』
来
た
る

第
68
回 

全
国
す
し
連 

福
井
大
会


